
学生部会から 

 

～前代表挨拶～  辻知香（山口大学農学部獣医学科 6 年） 

  私達の代は、この 1 年間、「学生部会という土壌を豊かに、そして自分達の芽を育てていこう！」をテーマに、学生部会運営

メンバー皆で連携し合い、時には、熱く討論し合いながら進めてきました。その成果が、神戸大会の数々の場面において形にな

ったと思っています。 

この 1 年間、多くの先生方のご理解とご協力、そして学生部会の皆さんの多大な協力があったからこそ、代表という大役をな

んとかやり終えることができました。深く感謝しております。この学生部会が、出会えた人達の繋がりを大切にして、自分なり

の野生動物への関わり方を探していける場であり続けることを願っています。 

 

日本野生動物医学会 学生部会 支部長名簿 平成 20 年 10 月 25 日現在 

（新しく役職に就いた者の名前の前に★印を付けました） 

 

学生部会代表    ：★石川 智史     (日本大学生物資源科学部獣医学科 4 年) 

北海道大学     ：★奥山 みなみ （北海道大学獣医学部獣医学科５年） 

酪農学園大学    ：★久木田 優美 （酪農学園大学環境システム学部生命環境学科３年） 

帯広畜産大学    ： 石川 恭平  （帯広畜産大学獣医学科３年） 

北里大学      ：★長谷部 加奈 （北里大学獣医畜産学部獣医学科３年） 

岩手大学      ：★二俣 雅之   （岩手大学農学部獣医学科３年） 

日本獣医生命科学大学： 若澤 英明  （日本獣医生命科学大学獣医学部獣医保健看護学科３年） 

東京農工大学    ：  岡崎 祥子  （東京農工大学農学部獣医学科３年） 

麻布大学      ：★川本 朊代  （麻布大学獣医学部獣医学科２年） 

日本大学      ：★嶌本 樹   （日本大学生物資源科学部獣医学科２年） 

帝京科学大学    ：★津田 佳枝   （帝京科学大学アニマルサイエンス学科２年） 

岐阜大学      ：  石橋 知加子 （岐阜大学応用生命科学部獣医学課程４年） 

             横山 須美江 （岐阜大学応用生命科学部獣医学課程４年） 

大阪府立大学    ：★角田 真穂  （大阪府立大学農学部獣医学科２年） 

鳥取大学      ：★藤村 千佳   （鳥取大学農学部獣医学科３年） 

山口大学      ：★中嶋 朊美  （山口大学農学部獣医学科４年） 

           ★谷 大輔      （山口大学農学部獣医学科２年） 

宮崎大学      ：★吉田 博美  （宮崎大学農学部生物環境科学科 3 年） 

鹿児島大学     ：  羽賀 淳   （鹿児島大学農学部獣医学科３年） 

以上 16 支部 

 

※なお、各支部長の紹介については、学生部会のＨＰ(http://www.gakuseibukai.org/)をご覧下さい。  (年内に更新予定。) 

 

～新代表挨拶～  石川智史（日本大学生物資源科学部獣医学科 5 年） 

 学生部会は 2001 年に始まって以来、今年でもう 8 年目になります。これも、我々の活動を支えてくださっている先生方や先

代の先輩方のおかげです。本当にありがとうございます。 

これまで学生部会では大学という枞を超えて、野生動物に興味がある学生同士の情報交換、意見交換を行ってきました。そし

て、みなさまのご協力もあり、今ではそれも“当たり前”のことになりました。しかし、私たちはここで満足するのではなく、

さらに多くの人たちとのつながりを持って、より広くて深い視野で野生動物を見つめていきたいと考えております。例えば、今



年の 7 月に行われた関東集会では、現在支部を持つ大学の学生だけでなく、理系、文系を問わず、さまざまな専門を持つ学生同

士の交流が実現しました。また、学生部会の新しい取り組みとして、国境を越えた学生同士の交流も始まろうとしています。 

メンバーは毎年変わりますが、学生のパワーは決して止まりません。これからも発展し続ける学生部会を、どうぞよろしくお

願いします。 

◆ 

－特集１－ 新しい取組み 『ＳＥＳＳ』 の紹介 

 

学生部会から、新たな動きが始まろうとしています。日大の

アフロこと鈴木君が、わかりやすく紹介いたします。 

 

動き出せ！熱き学生たち！ 

～Student Education Support System～ 

文責:鈴木裕(日本大学獣医学科３年) 

 

本学会の学生部会も今年で第８期を迎えました。立ち上げ

から現在まで、「野生動物について学びたい！」という強い情

熱を持った学生達の活動と学会の先生方の協力により様々な

環境が整えられてきました。野生動物学生間ネットワークＭ

Ｌ (通称ｗｌ－ｓｎｔ )、学生集会、 Student Seminar 

Course(通称ＳＳＣ)などがそれに当たります。 

そして、学生部会からまた新たな動きが始まろうとしてい

ます。その名も「Student Education Support System」通称

ＳＥＳＳ(セス)です。以下、ＳＥＳＳについて紹介させてい

ただきます。 

 

＜経緯・目的＞ 

学生はまだまだ知識も浅く、つながりも狭いため、自分の

興味のある分野を専門的に学べる施設やその専門家を探した

りするのは容易なことではありません。幸い学生部会の活動

に関わる学生達には日本野生動物医学会という大きな基盤に

支えられて、専門的な話を聴くことや、専門家に出会える機

会にとても恵まれています。しかし学生の声を訊いていると、

そういった機会が与えられるのは人が多く集まる地域や、夏

に行われる日本野生動物医学会大会に参加できる人達に限局

されているといった現状が明らかになってきました。 

学生部会には野生動物に熱い情熱を持つ人達が沢山集まっ

てきます。しかし専門的なことを学びたいと思ったときに、

大移動にかかるお金や時間がいつまでも手枷となっていると

学生は育っていきません。学生部会ではこういった状況を改

善していくべく、地域単位における専門家と次世代を担う学

生間のネットワークの強化を目指し、本学会教育委員会と連

携してＳＥＳＳを運用していくことになりました。 

 

＜概要＞ 

ＳＥＳＳ運用の流れは以下のようになっています。 

① ある地域の学生達が専門家を探していることを学生部会

のＳＥＳＳ係に伝える。 

② ＳＥＳＳ係は学生達の要望を取りまとめ、教育委員会に

その旨を伝える。 

③ 教育委員会はそれを受け、協力してくれる専門家を紹介

する。 

④ 要望のあった地域の学生・専門家・教育委員会・ＳＥＳ

Ｓ係は協力して今後の活動について決めていく。 

  

 ＳＥＳＳは、ただ大人から子どもに良い環境を与えるもの

ではなく、常に学生の熱い情熱を持って動き始め、学生自身

が環境作りをしていくための小さなアシストでしかありませ

ん。 

 

 ＜お願い＞ 

・何かをやりたいと思っている学生はまずそれを声に出して

みてください。自分の中に留めず、発言して周りを巻き込ん

で目標達成へとつなげましょう。 

・ＳＥＳＳの運用には学生の情熱、教育委員会の協力、そし

て何より学生の情熱に応えてくださる専門家の方々の存在・

応援が必要です。どうぞ温かい目で見守ってください。 

 

 



SESS に関する質問、問い合わせは以下の連絡先まで 

John_do_little@yahoo.co.jp（日本大学３年鈴木裕） 

 

 ＳＥＳＳは始まったばかりでまだまだ軌道に乗ったといえ

る状態ではありません。これから沢山の経験を積み重ねて、

地域のネットワーク強化と共にＳＥＳＳ自体の基盤も育てて

いきたいと思います。最後にそんなＳＥＳＳの試行第１号の

場「関東集会 in 麻布大学」を紹介します。 

 

＜関東集会 in 麻布大学＞ 

関東集会とは、野生動物に関っていきたいと思っている学

生達が地の利を活かして、関東圏の大学の学生を集めてお互

いの活動を紹介したり交流を深めたりしているイベントです。

過去、数回開催されましたがその都度、集まり目的や内容は

様々です。今年７月に麻布大学で開催した関東集会は、様々

な分野で積極的に活動している学生たちの発表をメインに自

分の知らない分野にまで知識を拡げられるようにと企画され

ました。 

( )

( )

( )

( )

( )

( )

 参加者は７７名、所属別にすると文・理・専門学校合わせ

て１３大学、１５学科の学生が集まりました。関東圏におい

ても野生動物のことをやりたいのに、行動の仕方が分からな

い学生が多いという現状も伺えました。 

 

＜講演風景＞ 

そして今回の関東集会では、学生だけでなくプロのお話

も聞きたいということになり、教育委員会に相談した結果、

神奈川県横浜市繁殖センターの森角興起さんをお呼びする

に至りました。 

『動物園での「種の保存事業」の現状とその将来』とい

うテーマで、森角さんからは動物園の役割の一つ「種の保

存」に対して貢献してきた歴史、その難しさなど、現場の

お話を沢山聞かせて頂き、講演の最後に「目標を持ちまし

ょう。短絡的な判断は止め、広い視野を持つよう心がけま

しょう。目標達成への道筋は一つではないことを知りまし

ょう。情熱を実現させるためには寛容でありましょう。常

に希望を持ちましょう！」という熱いメッセージも頂きま

した。参加した学生の感想からも「学生だけでなく専門家

のお話を聞けてとても勉強になった」という声が多々あり

ました。さらに森角さんにはその後の懇親会にも参加して

いただき学生との親睦も深めて下さいました。 

 

◆ 

 

－特集２－ 支部の活動紹介 

 

前回の６月号にひき続き、今回も支部の活動の紹介をしたい

と思います。今回は学園祭で企画展示に取り組んだ、大阪府

立大学支部について取り上げました！ 

 

大阪府立大学支部「Nature-Gate」  

文責：堀 麻由香(農学部獣医学科４年) 

 

こんにちは! 関西で唯一の支部、大阪府立大「Nature-Gate」

です。私たちのこれまでの活動としては、MLでの情報共有や

勉強会がほとんどだったのですが、今年５月２３～２５日の

春の学園祭で、府大支部初の試みとして『絶滅危惧種と外来

種について』の展示・講演会を開催しました。今回の支部紹

介では、この企画の紹介をさせて頂きます。 

『Dead or Alive～殺される条件～』をキャッチフレーズに

し、どのような動物が生かされ、殺されているのかという現

状をより多くの人たちに知ってもらうことで、野生動物に関

して興味をもち、知識を深めてもらい、更にそれから小さな

ことでもいいので何らかの行動を起こしてもらうことを趣旨

としました。 

◆展示 

約２５人のメンバーが野生動物の生息地により陸山・淡

水・海水の３グループにわかれ、それぞれが調べたことをも

とに展示し、詳しい説明はプリントに掲載して自由に持ち帰

mailto:John_do_little@yahoo.co.jp


ってもらえるようにしました。対象とした動物は、ツシマヤ

マネコ、コウノトリ、アライグマ、ブラックバス、オオサン

ショウウオ、カエル、ホッキョクグマ、クジラ、クラゲなど

１９点に及び、写真やポスター、実物大の置き物、映像、鳴

き声、剥製、実際の感触体験など工夫して視覚に訴えかける

ものを中心としました。 

◆講演会 

以下３人の講師をお呼びし、テーマに沿った内容で講演を

して頂きました。一般の方々にも分かりやすく、それぞれ違

った視点からのお話であったので、大変有意義な時間となり

ました！ 

・宮下 実先生 (大阪市天王寺動物園 園長) 

『日本の里山からタヌキが消える時・・・動物園の果たすべ

き役割とは』 

・山本 英恵先生 (NPO どうぶつたちの病院 対馬動物医療セ

ンター、環境省対馬野生生物保護センター) 

『ツシマヤマネコの現状と保護活動』 

・羽山 伸一先生 (日本獣医生命科学大学 野生動物教育研究

機構 機構長) 

『絶滅危惧種を守るとはどういうことか？』 

 

※詳しい内容などについては以下の連絡先まで、お問い合わ

せください。 

chamimayu@hotmail.co.jp (大阪府立大４年 堀 麻由香) 

 

 

実物大のシルエットの展示 

 

 

 

 

 

 

 

オオサンショウウオの皮膚の感触を再現 

 

雤が降ったにも関わらず、３日間で２００名を超える、小

学生からお年寄りまで幅広い年代の方々の来場がありました。

やはりポスター展示よりも、実物大や実際に触れるものの方

により多くの興味を示してもらえたようで、私達もてんてこ

まいになる予想以上の大盛況となりました！アンケートの集

計結果として、「野生動物に興味が持てたか」「講演会に満

足できたか」「このような展示があればまた来たいか」に９

５％以上の「はい」の回答が得られ、目的がある程度は達成

できたのではと自負しています。 

来年から獣医学科だけがりんくうキャンパス(泉佐野市)に

移転するため、学内でこのような企画を作成することは難し

くなると思いますが、支部のメンバーや獣医学科だけでなく、

他学科の学生や市民の人たちも参加できる講演会などのイベ

ントを今後開催していこうと現在活動中です。 

 

 

ホッキョクグマの実物大を再現  

 

◆ 

 

次ページからは、先日の神戸大会でおこなわれた学生集会の

報告です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－報告－ 野生動物医学会神戸大会 学生集会 

 

学生集会～激論！野生動物の今～  報告 

文責：石橋知可子 

（岐阜大学 応用生物科学部 獣医学課程４年） 

 

今年の野生動物医学会大会においても毎年恒例の学生集会が

おこなわれました!!「人と野生動物を巡るさまざまな問題に目

を向け、簡単に解決のできない問題に対し自分なりの考えを

深めること」を目的とし、ディスカッション形式にしました。

当日は参加者が 100 人を超え、大盛況の学生集会となりまし

た。 

 

【内容・流れ】 

さまざまな問題をさまざまな角度からとらえ、考える機会

とするため、保護管理・救護・動物園の 3 つの分野から 1 人

ずつ先生をお招きしました！保護管理分野として兵庫県森林

動物研究センターの横山真弓先生、救護分野として岐阜大学

野生動物救護センターの岡野司先生、動物園分野として旭山

動物園の福井大祐先生に来ていただき、 

①生態系レベルで考えたとき、救護にはどういった意味があ

るのか 

②動物園はどのように域内保全に貢献できるか 

③保護管理は今後持続できるか、誰がどのようにすべきか 

という 3 つの問いに対してそれぞれの立場から回答していだ

たきました。先生方それぞれ切り口は異なり、様々な角度か

らの問題のとらえ方があるのだなぁと感じることができまし

た。同時に、切り口は違えど最終的な目標が「生態系の保全

に貢献する」ということで共通していたことが印象的でした。

その後の質疑応答では活発な意見交換がおこなわれました。 

質疑応答の後は今回の学生集会のメイン、8～9 人のグルー

プでディスカッション!!ディスカッションの内容は先生方へ

の質問内容と対応させて、 

①生態系レベルで考えたとき、救護にはどういった意味があ

るのか 

②動物園は野生動物の保護に貢献できるか 

もし可能ならどのような形で関われるか 

③有害捕獲をおこなっていく上で直面する問題はどのように

解決すればいいのか、解決していく際どのようなことが障

害となるのか 

としました。各議題 15 分ずつディスカッションしてもらった

後、総合司会がチョイスした 2 つのグループのリーダーさん

にディスカッション内容を発表してもらいました（「15 分」

は本当に短かく…「ディスカッション終了です」と言うたび

に参加者のみなさんが言っていた「えーーーー!!!」という声

が今でも思い出されます…）。 

 

▲横山先生と熱心にメモをとる学生達  

▼ディスカッション内容の発表の様子 

 

答えを簡単に出すことのできない難しいテーマばかりでし

たが、普段話し合わないようなことを人と話すことで、また

自分の意見を言葉にしてみることで、改めて気づいたこと、

考えが深まったことがたくさんあったのではないでしょう

か!? 

最後に総合司会が簡単なまとめとアンケートのお願いをし

て学生集会は終了となりました。 

 

【アンケート結果】 

「印象に残ったキーワード」と「学生集会の感想」を書いて

もらいました。その一部を紹介します。 

■印象に残ったキーワード（多かったもの） 

・生命倫理と環境倫理 

・生態系、生態系と救護 

・域内保全と域外保全 

・すべてのアプローチは同じゴールへ通ずる 

・有害捕獲 

■感想 



◎有害捕獲の必要性などみなさんの意見が聞けて良かったで

す。普段このような形ディスカッションをおこなうことがな

いので良い経験になった。 

◎福井先生のすべてのアプローチは同じゴールへ通じるとい

う言葉が胸に響いた。皆がこれを意識できればバラバラなこ

とをしていても最終的には生物多様性や生物保全に向かえる

のではないか。 

◎様々な意見を聞くことができて良かった。ただ時間がとて

も短く話がまとまらなかったので 1 題 1 題に 30 分程度の時

間をかけてほしかった。 

◎知っていると思ったことでも新しい発見があったのは他の

人の異なる意見を聞けたからだと思う。 

◎思っていた以上にディスカッションがうまくおこなえて、

司会もとても楽しい時間が過ごせた。議題や先生方の説明に

加え、学生自身がとても積極的だったのでとてもやりやすか

った。これは医学会に参加する学生だからこそできた学生集

会のように感じた。学生のみならずいろいろな方がいたのが

とても良かった。 

 

【最後に】 

今回絶対に時間が足りないと分かっていながらも多面的に

野生動物の問題を考えたい、みんなで話し合いたいという熱

い気持ちからかなり濃い内容で今回の集会を企画しました。

時間不足による消化不良のおそれもありましたが、集会後は

そのまま先生方も含めた飲み会があり、飲み会の席でも引き

続き熱い話が繰り広げられていました。 

また個人的な意見となりますが、今回学生集会の企画・運

営の大変さを実感しました。1 つのことを決めるために色々

な人の意見を聞いて調整して…実施するために必要な準備も

たくさんあって…。とても一人ではできない。たくさんの人

の力が必要なんだと強く感じました。当日は運営メンバーだ

けでなく、参加者さんも机並べや誘導など手伝ってくれまし

た。グループリーダーさんはある程度の知識が必要だという

ことで「不安の会」なるものを結成し、空き時間に一生懸命

勉強してくれました。各グループに先生もしくは大学院生に

入っていただきたいということで様々な方にお世話になりま

した。本当に多くの人がいたからこそできた集会だったと思

います。最後に…私と総合司会をやって下さった近藤麻実さ

ん、大変と分かっていながらもグループリーダーを引き受け

て下さった辻知香さん・若澤英明君・松山亮太君・石川智史

さん・大矢妙子さん・横山須美江さん・石川恭平君・境瑞紀

さん・鈴木裕君・岡崎祥子さん・岡久雄二君・綿貫宏史朗君・

貞國利夫君・羽賀淳君、準備段階からオブザーバーとしてア

ドバイスしてくださった岐阜大学の鈴木正嗣先生・イーグレ

ットオフィスの須藤明子さん、院生の方、先生方、とても書

ききれない参加してくださったみなさん、本当にありがとう

ございました。（最後に配布資料の改訂版を載せたいと思いま

す。参照していただけたら幸いです。） 
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【保護管理】 

保護管理とは、科学的な調査研究に基づき、以下の 3 つの「管

理」を組み合わせて、人と野生動物と自然環境の関係を適切

に調整することである。 

＜保護管理における 3 つの管理＞    

生息地管理：動物の生息している地域や環境を整備する

ための管理 

被害管理：野生動物による農業・林業・人身被害を防止

するための管理 

個体数管理：増えすぎた野生動物を直接的に減らすため

の管理 

 

● 注目したい用語 

ワイルドライフマネージメント 

大きな枞では、野生動物の保護管理という意味。単なる個

体数管理というだけでなく生息地管理や被害管理等が含まれ

ている。 

有害鳥獣捕獲 

 野生鳥獣が農林水産業などに被害を与えたり、被害を与え

るおそれがあり、なおかつ捕獲以外の被害防除対策を実施し

ても被害を効果的に防止できないと思われる場合に、「鳥獣の

保護及び狩猟の適正化に関する法律」に基づいて実施される

捕獲。 

鳥獣保護法 

 正式名称「鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律」。 

鳥獣保護事業計画の実施及び狩猟の適正化により、鳥獣の保

護繁殖、有害鳥獣の捕獲、危険の予防を図り、それに伴い生

活環境の改善と農林業の振興に資することを目的とする法律。 

フィードバック管理 

野生動物の保護管理においては、「生物学的・社会経済学的

な現状調査→評価→保護管理対策決定と実施→科学的モニタ

リング→評価」という流れが理想であり、このフィードバッ

クシステムをフィードバック管理と言う。常にモニタリング

をおこない、実施した対策について評価し、状況に応じて対

策を改善したり維持したりしていくことで、その動物種の現

状に見合った管理をおこなえるようにする。 

 

● 現状・課題 

現在日本全国において、イノシシ・シカ・サル・クマなど

を対象に保護管理がおこなわれている。これらの動物の過剰

な増加により、様々な被害が起こっている。人に対する被害

としては農業被害・林業被害・住居環境被害など、自然に対

する被害としては森林更新阻害・山の裸地化、これらに伴う

他種の動物の生息地減尐が挙げられる。 

 その他、動物種・場所に関係なく共通した問題点には以下

が挙げられる。 

個体群管理：捕獲個体の有効利用がなされていない。（サンプ

リングデータの収集不備・食肉などへの利用が

未発達） 

生息数と捕獲数が相関していない場合がある。

（生息数に応じて捕獲数を吟味決定することが

重要） 

狩猟者の減尐と高齢化により、目標頭数の捕獲

が難しい。 

生息地管理：生息地の不整備、被害を起こす動物の生態情報

が不十分。 

      管理者の減尐と高齢化。 

被害管理：有効な対策が実施されていない（防除柵の張り方

に間違い、不要果樹の伐採がされていないなど） 

対策者の高齢化。 
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【野生動物救護】 

傷病鳥獣を治療し、その動物を野生復帰させることを目的と

した活動。施設によっては、環境教育や環境モニタリング、

野生動物個体群管理と被害対策なども目的としていることも

ある。 

 

● 注目したい用語 

環境倫理・生命倫理 

生命倫理は一個体一個体の命を重要視する考え方であり、

環境倫理は個体を取り巻く生態系全体を重要視する考え方で

ある。救護に関して言えば、外来種であっても命を大切にし

救護することは生命倫理にのっとった行動と言える。それに

対し、生態系に悪影響を及ぼすとして外来種を救護の対象外

とすることは環境倫理にのっとった行動である。このように、

生命倫理と環境倫理は必ずしも一致するとは限らない考え方

である。 

誤認救護 

健康な巣立ちビナ・幼獣をケガをしていると誤って救護し

てしまうこと。人間に育てられることによって、親や仲間か

ら野生で生きていく術を学ぶことができないため、放鳥・放

獣後の生き残りが可能なのかという問題がある。 



環境モニタリング 

 救護における環境モニタリングは、傷病鳥獣を通して環境

中で起こっていることを把握したり、これから起こるかもし

れないことの予測につなげたりすることを指す。たとえば、

大量に死亡した猛禽類の死亡原因の究明から、鉛中毒問題が

明らかとなった例がある。その他、感染症の流行予測や家畜

への感染防止などに役立てられることがある。 

永久飼育 

 ひどい外傷のため断脚・断翼した個体や、農林水産業被害

を起こす有害鳥獣、外来種など、リリースに適さない動物を

その個体が死亡するまで飼育すること。施設によっては、永

久飼育個体は環境教育や啓発に有効利用される。一方、永久

飼育個体が増えると飼育にかかる人手とコストがその施設の

負担となる。限られた人手とスペースでその動物の QOL を

どのように維持していくのかといったことも課題となる。 

 

● 現状・課題 

 救護をおこなっている団体は県の施設・動物園・動物病院・

NPO など様々であり、体制や理念なども異なる。救護の対象

種や外来種への対応などは都道府県によってバラバラであり、

全国的に統一されたガイドラインが無いため、各施設で定め

た独自の基準によって活動をおこなっているのが現状である。

その他救護に関する主な課題を下に挙げる。 

・救護対象の設定 

 外来種は在来種と餌や生息場所の競争を起こしたり本来の

生態系を撹乱したりする恐れがあり、生態学的観点からリ

リースは不適切である。また有害鳥獣を救護した場合には、

捕獲による被害対策がおこなわれている一方で、治療・放

獣するという矛盾が生じてしまう。両者ともリリースが不

適切であることから、まず搬入の段階で受け入れるかどう

かが問題となる。受け入れた場合には永久飼育するのか安

楽殺するのかといったその後の対応も問題となる。受け入

れ拒否や安楽殺は一般市民に理解してもらいがたいため、

特に動物病院などでは対応に苦慮している。 

・生態系への貢献 

 兄弟間での競争に負けて巣から落ちてしまった弱いヒナや、

不適切な位置に巣をかけたことによって落下してしまった

ヒナ、先天的に抵抗力が弱く親に捨てられた幼獣、外敵に

襲われていた幼獣など、本来なら自然淘汰の対象となった

であろう個体を救護することは生態系に貢献していること

になるのか、どこまで手を出すべきなのかということは判

断の難しい問題である。 
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【動物園・水族館】 

動物園には、日本動物園水族館協会が定めた以下の 4 つの目

的がある。 

・ 命に触れる憩いの場：レクリエーション 

・ 楽しく学ぶ：教育・環境教育 

・ 動物を絶滅させない：種の保存 

・ 動物のことを調べる：調査研究     

上に示したように、動物園は展示・レクリエーションの場だ

けではなく、野生動物の保全に関わる役割も担っている。こ

こでは、「動物園と野生動物の保全」に関係する用語や事例を

紹介する。 

 

● 注目したい用語 

域内保全・域外保全 

域外保全：その生物の本来の生息地域外においておこなう保

全活動。たとえば、野生個体を捕獲して飼育下で

の繁殖や、生殖細胞の保存など。 

域内保全：域外保全に対し、その生物の本来の生息地域内に

おいておこなう保全活動。たとえば、生息地の整

備や、分断された森どうしをつなぐ「緑の回廊」

など。 

生物を保全するには、どちらか一方だけではなく、域内・

域外両方の保全がバランスよくおこなわれることが重要。こ

れまでの動物園は域外保全を中心におこなってきたが、最近

では動物園での様々な調査研究結果を域内保全の方法に役立

てる試みもおこなわれるようになってきている。 

 

再導入 

希尐種を飼育下で繁殖させ、増えた個体を再び元の生息地

に戻すことで、野生での個体数を回復させる試み。日本では、

兵庫県豊岡におけるコウノトリの再導入が代表例として挙げ

られる。その他、トキやツシマヤマネコなどでも再導入が試

みられている。世界での実施例はシフゾウ、ヨーロッパバイ

ソン、モウコノウマ、カリフォルニアコンドルなど。 

 

● 現状・課題 

域外保全・域内保全・再導入などの活動によって動物園も

「種の保存」に貢献しているものの、再導入に関しては以下

のような問題点が指摘されている。 

・元の生息地環境が整っていない 

 域内保全が追い付かず、生息地が整備されていなかったり



失われていたりした場合、再導入が不可能である。その生

物が減尐するにいたった原因を解決する必要性がある。 

・再導入のための技術が追いついていない 

 野生で生きていくためには狩りの仕方や身を守る方法を身

につけておく必要があるが、飼育下で生まれ育った個体に

それらのことをどのように教えるのか、確立されていない。 

・繁殖ができない 

 動物園の施設の問題などにより、親と離れて育てられたり、

同種の仲間と暮らさなかったりすることで、繁殖行動や子

育てなどがうまくできないことがある。 

 

 


